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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月10日(2021.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＩＶ）
【化１】

［式中、各出現ごとに独立して、
　Ｘは、－Ｎ（Ｒ２）－、－Ｃ（Ｒ３）（Ｒ３）－、または－Ｏ－であり、
　Ｒ２は、水素であるか、または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（
シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、アミノアル
キル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であり、
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、スルフヒドリル、ニトロ、シアノであるか、
または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル
、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキ
ル、ヘテロアラルキル、カルボキシル、アシル、アシルオキシ、アミノ、アミド、アジド
、アミノアルキル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であり、
　Ｒ５は、水素、アルキル、およびハロアルキルからなる群より選択され、
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　Ｘが－Ｎ（Ｒ２）－の場合、Ｒ１は、置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキ
ル、（シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、アミ
ノアルキル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であるか、またはＲ１とＲ
２は、それらが結合している窒素と一緒に置換もしくは非置換の３～１０員の複素環を形
成してよく、ここで、前記環は単環式、二環式、三環式、またはスピロ環式であり、
　Ｘが－Ｃ（Ｒ３）（Ｒ３）－の場合、Ｒ１は、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、スルフ
ヒドリル、ニトロ、シアノであるか、または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロア
ルキル、（シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、カルボキシル、アシル、ア
シルオキシ、アミノ、アミド、アジド、アミノアルキル、およびアルコキシルからなる群
より選択される基であるか、または２つのＲ３は、それらが結合している炭素と一緒に置
換もしくは非置換の３～１０員の脂環もしくは複素環を形成してよく、ここで、前記環は
単環式、二環式、三環式、またはスピロ環式であり、かつ
　Ｘが－Ｏ－の場合、Ｒ１は、置換もしくは非置換の、アルキル、アルケニル、シクロア
ルキル、（シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、
アリール、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、
およびアミノアルキルからなる群より選択される基である。］
で表される化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　前記－ＸＲ１は、

【化２】

［式中、各出現ごとに独立して、
　Ｒａは、水素であるか、または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（
シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、アミノアル
キル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であり、
　Ｒｂは、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、スルフヒドリル、ニトロ、シアノであるか、
または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル
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、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、ヘテロアリール、アラルキ
ル、ヘテロアラルキル、カルボキシル、アシル、アシルオキシ、アミノ、アミド、アジド
、アミノアルキル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であり、
　Ｒｃは、水素であるか、または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（
シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、およびアミ
ノアルキルからなる群より選択される基であり、かつ
　Ｒｄは、水素であるか、または置換もしくは非置換の、アルキル、シクロアルキル、（
シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクリル、（ヘテロシクリル）アルキル、アリール、
ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロアラルキル、アシル、アミノ、アミド、アミノアル
キル、およびアルコキシルからなる群より選択される基であるか、または－ＸＲ１が、
【化３】

の場合、ＲａとＲｄは、それらが結合している窒素と一緒に置換もしくは非置換の３～１
０員の複素環を形成してよく、ここで、前記環は単環式、二環式、三環式、またはスピロ
環式である。］
からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記－ＸＲ１は、

【化４】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　前記－ＸＲ１は、
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【化５】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　前記－ＸＲ１は、
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【化６】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　前記－ＸＲ１は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、プロペニル、
【化７】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　前記Ｘは－Ｏ－であり、かつＲ１は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、プロ
ペニル、
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【化８】

からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　前記Ｒ２は水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　前記Ｒ５は水素、アルキルまたはハロアルキルである、請求項１～８のいずれか一項に
記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物、および薬学的に許容される担体を含む、
真菌感染症を治療するための医薬組成物。
【請求項１１】
　静脈内投与剤形または経口投与剤形である、請求項１０に記載の医薬組成物。
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